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◆特集○話題の焦点

滋賀県危機管理センターの果たす役割
◆夢インタビュー

地酒にまつわるイベントで長浜の魅力を発信
◆行ってみよう

近代化産業遺産を訪ねる琵琶湖疏水ウォーク
◆おじゃまします

株式会社　髙陽建設



新
し
い
施
設
や
街
の
話
題
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に

危
機
管
理
拠
点
と
し
て
対
応

　

滋
賀
県
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
原
子
力
災
害
、
大
規
模
な
火

災
や
事
故
、
テ
ロ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
事
案
が
発
生
し
た
時
、
県
の

職
員
や
自
衛
隊
、
警
察
、
消

防
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
防
災

関
係
機
関
が
集
結
し
て
、
的

確
な
対
応
を
行
う
た
め
の
危

機
管
理
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
５
階
建
て
の
建
物

は
、
大
地
震
が
起
こ
っ
て
も
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
保
て
る
よ

う
、
免
震
構
造
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
面
と
建
物
の

間
に
設
け
ら
れ
た
免
震
層
で

は
、
積
層
ゴ
ム
ア
イ
ソ
レ
ー

タ
ー
、
Ｕ
型
鋼
材
ダ
ン
パ
ー
、

オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
の
３
種
類

の
免
震
装
置
が
地
震
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、
揺
れ
を

建
物
に
伝
わ
り
に
く
く
す
る

こ
と
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
ク
ラ
ス
の
震
度
７
の
揺
れ

を
震
度
４
程
度
に
ま
で
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
停
電
に
な
っ
て
も
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
維

持
で
き
る
よ
う
非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
断
水
時
に
も
必
要
な
水
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
受

水
槽
や
防
災
井
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊

急
用
の
汚
水
槽
や
排
水
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
公
共
下
水
道
が
使
え
な
い
時
も
ト
イ
レ
が
利
用
で

　

廃
校
に
な
っ
た
旧
政
所
中
学
校
を
再
整
備
し

て
誕
生
し
た
「
道
の
駅　

奥
永
源
寺
渓
流
の

里
」。
滋
賀
県
と
三
重
県
の
県
境
近
く
に
あ
り
、

施
設
の
周
辺
に
は
澄
み
切
っ
た
愛
知
川
の
源
流

が
流
れ
る
山
村
の
自
然
豊
か
な
風
景
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

幻
の
銘
茶
「
政
所
茶
」
の
産
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
９
世
紀
に
近
江
国
蛭
谷

（
現
：
滋
賀
県
東
近
江
市
蛭
谷
町
）
で
隠
棲

し
て
い
た
惟こ

れ
た
か
し
ん
の
う

喬
親
王
が
周
辺
の
杣そ

ま
く工

（
伐
採
や

製
材
に
従
事
す
る
者
）
に
轆ろ

く
ろ轤

を
用
い
て
木
製

の
お
椀
や
盆
な
ど
を
作
る
木
工
技
術
を
伝
授
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
技
術
が
日
本
各
地

に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
木
地
師
」

発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
コ
ー
ナ
ー
と
物
販
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
永
源
寺
こ
ん
に
ゃ
く
や
政
所
茶
、
永
源

寺
米
な
ど
の
特
産
品
の
ほ
か
、
新
鮮
な
野
菜
や

東
近
江
市
内
で
加
工
さ
れ
た
食
品
、
木
工
製
品

が
店
頭
に
並
び
、
モ
ン
ベ
ル
社
の
登
山
や
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
愛
知
川
の
渓
流
や
琵
琶
湖
に
生
息
す
る
淡

水
魚
が
泳
ぐ
「
森
の
中
の
小
さ
な
水
族
館
」
や
、

鈴
鹿
山
系
の
魅
力
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
木

地
製
品
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
24

時
間
利
用
可

能
な
快
適
な

公
衆
ト
イ
レ

や
大
き
な
駐

車
場
、
地
元

食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
提
供
す
る

２
つ
の
軽
食
・

喫
茶
の
店
舗

な
ど
従
来
の
道
の
駅
の
機
能
に
加
え
、
旧
校
舎

の
建
物
内
に
は
市
役
所
出
張
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
が
入
っ
て
い
て
、
地
域
住

民
の
生
活
を
支
え
る
防
災
や
医
療
、
行
政
機
能

な
ど
の
役
割
も
兼
ね
備
え
た
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

建
物
の
前
面
に
は
木
製
ア
ー
ケ
ー
ド
と
多
目

的
棟
が
整
備
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
人
々
が
道
の
駅
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
結
成
し
た
組
織
「
道
の
駅
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
」
が
、
企
画
や
運
営
面
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
取
り
組
み
も
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て

い
ま
す
。

道
の
駅
　
奥
永
源
寺
渓
流
の
里（
東
近
江
市
）

湖
国
街
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
…
…
…

2

道
の
駅　

奥
永
源
寺
渓
流
の
里

特
集
・
話
題
の
焦
点
…
…
…
…
…
…

3

滋
賀
県

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の

果
た
す
役
割

夢
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…

6

地
酒
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で

長
浜
の
魅
力
を
発
信

長
浜
バ
イ
オ
大
学
『
長
浜
魅
力
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
み
な
さ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
…
…
…
…
…
…
…

7

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、

桑
栽
培
を
復
活

行
っ
て
み
よ
う
…
…
…
…
…
…
…
…

8

近
代
化
産
業
遺
産
を
訪
ね
る

琵
琶
湖
疏
水
ウ
ォ
ー
ク

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
…
…
…
…
…
…
…

10

株
式
会
社　

髙
陽
建
設

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
…
…
…

12

こ
こ
が
知
り
た
い
も
の
づ
く
り
…
…

15

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

夢
け
ん
ひ
ろ
ば
…
…
…
…
…
…
…
…

16

「
仕
事
の
達
人
・
遊
び
の
達
人
」…
…

18

安
田
　
勉

ク
イ
ズ

近
江
う
ま
い
も
の
紀
行
…
…
…
…
…

19

編
集
後
記

表
紙
写
真

「
つ
よ
い
ぞ
！
！
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
」
榎
本
　
叡
人

「
新
し
い
町
づ
く
り
　
が
ん
ば
れ
！
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」
山
本
　
萌
愛

「
車
や
電
車
が
渡
る
橋
を
作
る
工
事
」
古
武
家
　
敦
也

「
海
中
の
街
　
建
設
中
」
小
西
　
慧
斗

「
は
た
ら
く
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」
小
島
　
涼
雅

「
工
事
現
場
の
車
」
山
口
　
千
宙

「
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
」
八
木 

さ
く
ら

「
解
体
・
造
成
・
建
築
」
横
山
　
柊
吾

「
家
が
建
つ
」
櫻
井
　
澪
央

「
ウ
ル
ト
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
Ｏ
Ｓ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
く
ん
」
井
上
　
聖
花

東近江市蓼畑町510番地
0748-29-0428
http://www.city.higashiomi.shiga.jp/
category/14-０-０-０-０.html
●物販・飲食コーナー営業時間
　・４月～11月　９：00～17：00
　・12月～３月　９：00～16：00
●定休日
　・火曜日
　  （火曜日が祝祭日と重なる場合は営業。
　　 翌日が振替定休日）
　・年末年始（12/29～１/３）
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滋賀県危機管理センターの果たす役割
　地震や台風などの自然災害や、大規模な事故やテロといった危機事案が発生した時に、危機管理の拠点となる滋賀県危機管理
センターの運用が、平成28年１月から始まりました。
　センターはいつ起こるかわからない危機事案に、24時間365日体制で備えるだけでなく、普段から関係者や県民を対象とし
た研修・交流などに取り組むことで、地域防災力を高める役割も担っています。
　今回は滋賀県建設業協会広報委員会のメンバーがセンターを見学して、西川美則防災危機管理監に、その特徴や研修・交流機
能についてお話をうかがいました。

滋賀県危機管理センター
問い合わせ：滋賀県防災危機管理局
　　　　　  077-528-3438（展示・見学）
　　　　　  077-528-3430（会議室利用）

大津市京町四丁目1-1
開 館 時 間：平日　９：00～17：00
　　　　　  ※１階エントランスロビーの展示は土日も見学可
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shobo/kikikanri-center/kikikanricenter-top.html

廃校になった中学校を再整備した施設地元の特産品や食品がずらりと並ぶ物販コーナー

イベントで地元の特産品をアピール

イベントでは渓流魚の料理体験も

危機管理センターの免震装置（左から「オイルダンパー」「積層ゴムアイソレーター」「U型鋼材ダンパー」）
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き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

建
物
内
に
あ
る
備
蓄

倉
庫
に
は
、
災
害
対
応

に
当
た
る
ス
タ
ッ
フ
用
の

食
料
や
飲
料
水
、
毛
布

な
ど
、
約
１
７
０
０
名
×

３
日
分
が
保
管
さ
れ
て

い
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

寸
断
し
て
も
３
日
間
は

活
動
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

危
機
事
案
へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

　

３
階
に
あ
る
広
さ
約
550
㎡
、
200
名
を
収
容
で
き
る
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

は
、
県
職
員
や
防
災
関

係
機
関
の
職
員
が
一
堂

に
会
し
て
、
情
報
収
集

や
対
応
策
を
立
案
し
ま

す
。
県
内
の
無
線
中
継

所
の
映
像
な
ど
を
同
時

に
映
し
出
せ
る
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
や
、
パ
ソ
コ

ン
の
地
図
を
テ
ー
ブ
ル

な
ど
に
投
影
で
き
る
装

置
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
完
備
し
た
広
い
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
危
機
事
案
が
発
生
し
て
も

駆
け
つ
け
て
来
て
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
階
に
あ
る
災
害
対
策
本
部
室
は
本
部
長
（
知
事
）、

副
本
部
長
（
副
知
事
）、
本
部
員
（
県
幹
部
）
や
関
係

機
関
な
ど
が
集
ま
り
、

対
応
方
針
や
対
策
を
協

議
し
、
決
定
す
る
た
め

の
部
屋
で
す
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
に
は
、
災

害
時
に
医
療
関
係
者
や

気
象
台
の
ス
タ
ッ
フ
、
運

送
事
業
者
と
い
っ
た
応
援

部
隊
が
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
て
き
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
す
る
た
め
の
拠

点
と
な
る
よ
う
複
数
の

災
害
対
策
室
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
対

策
室
は
、
自
衛
隊
や
警

察
、
消
防
な
ど
が
調
整

を
行
う
部
屋
で
も
あ
り
、

１
階
か
ら
３
階
ま
で
計
12

室
あ
り
ま
す
。

（
※
自
衛
隊
や
消
防
用
の

災
害
対
策
室
は
1
階
、
警
察
用
の
災
害
対
策
室
は
３
階

　

当
協
会
で
は
、「
環
境
保
全
」「
雇
用

改
善
」
そ
し
て
「
防
災
減
災
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
を
柱
に
、
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
防
災
減
災
」
へ
の
取
組
に
は
、
県

や
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓

練
へ
の
参
加
や
、
滋
賀
県
建
設
産
業
団

体
連
合
会
が
実
施
す
る
“
か
ま
ど
ベ
ン

チ
設
置
”
へ
の
協
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
平
時
か
ら
防
災
減
災
に

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
冬
季

の
除
雪
対
応
を
担
う
こ
と
も
、
県
民
の

安
心
・
安
全
を
担
保
す
る
た
め
に
必
要

な
活
動
で
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
発
生
時
、
最
初
に
現

場
へ
駆
け
つ
け
、
応
急
復
旧
に
携
わ
る

の
が
、
我
々
建
設
業
の
使
命
で
す
。

　

平
成
25
年
９
月
15
日
に
滋
賀
県
を

襲
っ
た
台
風
18
号
は
記
録
的
な
大
雨
を

も
た
ら
し
、
各
地
で
河
川
が
氾
濫
し
、

多
く
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
16
日
早
朝
の
滋
賀
県

災
害
対
策
本
部
か
ら
の
救
援
要
請
に

応
じ
、
延

べ
233
社
の

会
員
企
業

が
、
延
べ
６
，

１
０
６
人
の

作
業
員
、２
，

０
４
３
台
の

重
機
、
２
，

０
８
５
台
の

ダ
ン
プ
を
使

い
、
雨
で

ぬ
か
る
む
県
内
各
地
の
被
害
現
場
で
復

旧
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
建
設
業
が
最
も
重
要
視
さ

れ
る
理
由
が
、
実
は
、
自
衛
隊
や
警
察・

消
防
な
ど
の
救
助
隊
が
現
場
に
入
る
た

め
の
道
を
確
保
す
る
「
啓
開
」
で
あ
る

こ
と
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
道
や
地
形
を
熟
知
し
て

い
る
建
設
業
だ
か
ら
こ
そ
、
救
助
隊
に

は
実
施
困
難
な
「
復
旧
へ
の
道
筋
」
を

作
れ
る
の
で
す
。

　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
災

害
時
の
情
報
伝
達
や
連
携
方
法
に
関
す

る
訓
練
を
行
う
場
と
し
て
非
常
に
意
義

の
高
い
こ
と
で
あ
り
、
当
協
会
や
会
員

企
業
も
加
わ
っ
た
戦
略
的
な
災
害
対
応

の
体
制
構
築
に
寄
与
す
る
と
大
き
く
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
建
設
業
界
は
人
材
不
足

と
い
う
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
足
元

が
不
安
定
な
災
害
現
場
で
重
機
を
手
足

の
よ
う
に
操
り
、
迅
速
に
道
路
を
啓
開

で
き
る
豊
富
な
経
験
や
技
術
を
持
つ
人

材
が
い
な
い
現
状
を
。
被
災
し
た
県
民

の
も
と
に
、
救
援
の
手
を
送
り
込
む
こ

と
す
ら
で
き
な
い
の
で
す
。

　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設

で
災
害
対
応
の
体
制
構
築
と
い
う
側
面

を
強
化
し
つ
つ
、「
俺
た
ち
が
県
民
の
安

全
を
守
る
ん
だ
」
と
い
う
情
熱
を
持
っ

た
若
手
技
術
者
を
養
成
し
て
い
く
こ
と

が
、
当
協
会
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
も
、
危
機
管
理

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
免
震
構
造
の
ほ
か
発
電
設

備
や
防
災
井
戸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

設
備
を
整
え
た
点
に
あ
り
ま
す
。

　

複
数
の
災
害
対
策
室
を
確
保
し

て
、
被
災
地
か
ら
の
要
請
が
な
く
て

も
や
っ
て
来
る
、い
わ
ゆ
る
“
プ
ッ
シ
ュ

型
”
の
支
援
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生

し
た
時
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
や

応
援
部
隊
が
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
て

す
ぐ
活
動
で
き
る
よ
う
、
ス
ペ
ー
ス

や
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
て
、
関
係
機
関
だ
け
で
な

く
県
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、
研
修
・

交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

県
民
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、「
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
や
「
災
害
か
ら

子
ど
も
を
守
る
研
修
会
」「
夏

休
み
防
災
・
気
象
セ
ミ
ナ
ー
」

「
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
」

「
原
子
力
防
災
講
座
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

防
災
に
関
す
る
展
示
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
防
災
関
連
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
紙
芝
居
な
ど
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。「
自
助
」「
共
助
」
の
主

役
で
あ
る
県
民
や
、
地
域
住
民
同
士

が
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
普

段
か
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
防

災
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
の
初
動
や
復
旧
時
、

防
災
訓
練
へ
の
協
力
な
ど
、
地
域
の

安
全
・
安
心
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
、
地
域
の
建
設
会
社
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
方
々

に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
普
段
か
ら
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
の
知
識
を

深
め
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

で
す
。）

　

１
階
に
あ
る
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時

に
は
記
者
発
表
を
行
う

場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
が
、
平
時
に
は
大
会

議
室
と
し
て
防
災
に
関

す
る
研
修
な
ど
、
一
般

の
人
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

研
修
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
県
民
に
開
放

　

１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
に
は
、
生
活
防
災
に
役

立
つ
情
報
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
や
防
災
グ
ッ
ズ
、
液
状
化
現
象
な
ど
災
害
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
学
習
で
き
る
装
置
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
日
も
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
防
災
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
は
、
災
害
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
階
フ
ロ
ア
で
は
、
県
や
市
町
、
関
係
機
関
・
団
体
へ

の
研
修
会
の
ほ
か
、県
民
や
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン
バ
ー

を
対
象
に
し
た
研
修
を
実
施
し
て
、
地
域
防
災
力
を
高

め
た
り
、
防
災

関
係
団
体
な
ど

が
集
ま
っ
て
情
報

交
換
や
交
流
を

行
う
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

滋
賀
県
内
や

そ
の
周
辺
に
は

い
く
つ
も
の
活

断
層
が
あ
る
ほ

か
、「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
」
が
起

こ
っ
た
場
合
は
滋
賀
県
内
で
も
大
き
な
揺
れ
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
の
一
部
が
福
井
県
に

あ
る
原
子
力
発
電
所
の
30
キ
ロ
圏
内
に
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
も
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
県
内
６
カ
所
に
原
子
力
防
災
用
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
、
放
射
線
量
を
つ
ね
に
測

定
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
場
合
、
滋
賀
県
は
国
や
市
町
、
原
子
力
事
業
者
、

報
道
機
関
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
屋
内
退
避
や

避
難
な
ど
の
指
示
を
発
信
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
防
災
に
役
立
つ
情
報
や

原
子
力
災
害
の
基
礎
知
識
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
県
民
の
一
人
ひ
と
り
が
危
機
に
つ
い
て
学
び
、
災

害
に
備
え
る
こ
と
で
、
危
機
に
対
応
す
る
力
を
高
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

滋賀県危機管理センターの果たす役割

非常用発電機

地図データなどを投影できるプロジェクター

備蓄倉庫に保管された非常用の飲料水など広いオペレーションルーム

壁の一面がガラス張りになっている災害対策本部室

普段は会議室として利用できるプレスセンター地震の発生について説明する模型は、
建設業協会から寄贈されたもの。

県の防災訓練で、重機による埋設車両の救出訓練に参加

●滋賀県で起こった主な災害

昭和28年
多羅尾豪雨 死者45人 けが143人 壊れた家屋240戸

台風13号 死者47人 けが497人 壊れた家屋1,720戸

昭和34年 伊勢湾台風 死者16人 けが114人 壊れた家屋1,651戸

昭和36年 第二室戸台風 死者３人 けが438人 壊れた家屋3,998戸

昭和56年 五六豪雪 死者５人 けが91人 壊れた家屋2,961戸

平成３年 信楽高原鐵道
列車衝突事故 死者42人 けが614人

平成25年 台風18号 死者１人 けが９人 壊れた家屋728戸

防災減災、災害復旧を担う地域の建設業 「自助」「共助」の主役である県民の防災力向上を目指して
滋賀県建設業協会会長　本庄 浩二

滋賀県防災危機管理監　西川 美則

断水に備える大型の受水槽

5 4



　

１
月
16・17
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、『
呑
め
！
解
け
！

遊
べ
！
地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱

出
ゲ
ー
ム
in
長
浜
』が
開
催

さ
れ
、会
場
と
な
っ
た
長
浜
市

大
手
門
通
り
商
店
街
周
辺
は

た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
の

は
、授
業
の
一
環
と
し
て
中

心
市
街
地
活
性
化『
長
浜
魅

力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を

履
修
し
た
、長
浜
バ
イ
オ
大

学
２
年
生（
イ
ベ
ン
ト
実
施

時
）の
32
名
の
み
な
さ
ん
。地

の
酒
づ
く
り
の
ほ
か
、脱
出

ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
み
な
さ
ん
に
、お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

地
酒
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で

長
浜
の
魅
力
を
発
信

●
ま
ず
地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

　

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
酒
米
づ
く
り
か
ら
関
わ

り
、そ
の
米
を
使
っ
て
地
元
の
酒
蔵
で
醸
造
し
た
『
純

米
吟
醸　

長
濱
』
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス

タ
で
は
こ
の
地
酒
の
ほ
か
、
県
内
の
10
酒
蔵
の
地
酒

と
地
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
滋
賀
県
立
大
学
と
龍
谷
大

学
の
学
生
が
関
わ
っ
た
地
酒
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
特
別
な
料
理
も
考
案
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

レ
シ
ピ
班
は
料
理
研
究
家
と
一
緒
に
、
伊
吹
大
根

や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
赤
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
、
滋
賀
の
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
“
バ
イ
オ
盛
り
”
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
料
理
は
市
内
で
切
っ
て
き
た

竹
を
器
に
し
て
盛
り
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
店

に
も
声
を
か
け
て
、
お
つ
ま
み
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
出

店
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
昨
年
に
引
き
続
き
、
企
画
さ
れ
た
脱
出
ゲ
ー
ム
は

ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
い
て
一
つ
ず
つ
謎
を
解
き
な

が
ら
、
長
浜
の
街
中
を
歩
い
て
も
ら
う
と
い
う
も
の

で
、
今
回
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
子
ど
も
向
け
と
、
大
人

向
け
の
２
つ
の
ゲ
ー
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
長
浜
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も

ら
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
、
今
年
は
124
組
の
参
加
者

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
に
も
当
日
を
盛
り
上
げ
る
企
画
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
ね
。

　

利
き
酒
大
会
や
杉
玉
づ
く
り
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
姉
妹
都
市
・
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
特
産

品
の
販
売
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

●
今
回
、
後
藤
さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
生
を
ま

と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
苦
心
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
私
た
ち
は
一
か
ら
取
り
組
ん
だ

の
で
、
準
備
に
約
４
カ
月
間
要
し
ま
し
た
。
32
人
も

個
性
の
強
い
学
生
が
集
ま
る
と
、
意
見
を
ま
と
め
る

の
が
す
ご
く
た
い
へ
ん
で
し
た
。
話
し
合
い
を
繰
り
返

す
中
、
自
分
の
意
見
を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
の
意

見
を
ち
ゃ
ん
と
聴
く
こ
と
、“
聴
く
力
”
の
大
切
さ
が

わ
か
り
ま
し
た
。

●
脱
出
ゲ
ー
ム
は
商
店
街
の
方
に
協
力
を
お
願
い
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
…

　

長
浜
商
店
街
連
盟
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
で
使
う
甲
冑
を
借
り
る
交
渉
を
し

た
り
、
初
め
て
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
班
の
メ
ン
バ
ー
同
士
、
意
見

が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
は

一
致
団
結
し
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…

　

お
米
農
家
の
方
、
酒
造
会
社
の
方
、
伊
吹
大
根
を

作
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
地
元
の
漁
協
や
商
店
街
の
み

な
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
劇
団
員

の
方
々
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と

が
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
長
浜
の
街
や
日
本
酒
へ
の
関
心
が
が
ぜ
ん
高
ま

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
『
長
浜
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

で
、
学
生
の
指
導
に
当
っ
て
こ
ら
れ
た
松
島
三
兒

教
授
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

学
生
の
多
く
は
滋
賀
県
南
部
や
県
外
の
出
身
者

で
、
長
浜
の
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
こ
と
も
少
な

く
、
市
民
と
の
交
流
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
こ
で
大
学
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
地
域
住
民
と
の

交
流
拠
点
と
な
る
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
た

こ
と
に
よ
り
、
交
流
会
や
講
座
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
な
ど
を
、
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
企
画
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
地
道
な
活
動
を
通
じ
て
長
浜
の
町

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
し
、
つ
な
が
っ
て
く
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
役
立
っ
た

と
思
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
伸
ば
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
長
浜
や
滋
賀
の
魅
力
に
気
付
い
て

く
れ
た
こ
と
も
た
い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し

て
、
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長浜バイオ大学
『長浜魅力づくりプロジェクト』

のみなさん
（写真左から）

松島三兒教授、原田大輔さん、加藤美喜さん、園部浩史さん、
後藤　匠さん、西村晃成さん、東田拓也さん（町家プロジェクト）

遊
休
農
地
の
活
用
、
雇
用
創
出
に
も
貢
献

　

平
成
15
年
、
地
域
性
を
生
か
し
た
農
業
で
過
疎

化
が
進
む
永
源
寺
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
永
源
寺
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
教

授
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
養
蚕
が
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
か
ら
長
ら
く
絶
え
て
い
た
桑
の
栽
培
を
復

活
さ
せ
、
葉
か
ら
健
康
自
然
食
品
を
生
産
す
る
事

業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
で
有
限
会
社
吉
健
建
設
を
経
営
し
て
き
た

吉
澤
克
美
さ
ん
ら
、
６
人
が
出
資
し
て
農
業
生
産

法
人　

有
限
会
社
永
源
寺
マ
ル
ベ
リ
ー
を
設
立
、
翌

年
に
は
、
栃
木
県
か
ら
購
入
し
た
５
７
０
０
本
の
桑

の
苗
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
耕
作
が
放

棄
さ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
茶
畑
に
桑
を
植
え
、
遊
休

農
地
を
有
効
活
用
す
る
「
ふ
る
さ
と
興
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

獣
害
で
桑
の
葉
が
食
い
荒
ら
さ
れ
た
た
め
、
５
年

間
は
ま
っ
た
く
収
穫
が
で
き
ず
、
集
落
を
囲
む
柵
を

設
置
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
安
定
し
て
収
穫
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
５.５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
約
６
万
本
の
桑

が
植
え
ら
れ
、
雑
草
対
策
に
愛
知
川
の
河
川
敷
の
ヨ

シ
を
利
用
す
る

な
ど
、
栽
培
方

法
を
工
夫
し
な

が
ら
無
農
薬
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

栽
培
や
収
穫

を
担
当
す
る
の

は
、
地
元
の
高

齢
者
の
み
な
さ
ん

で
、
地
域
の
雇

用
創
出
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

桑
葉
の
乾
燥
粉
末
を

健
康
補
助
食
品
と
し
て
商
品
化

　

桑
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
、
亜
鉛
の
ほ
か
に
、
Ｄ

Ｎ
Ｊ
（
１
‐
デ
オ
キ
シ
ノ
ジ
リ
マ
イ
シ
ン
）
と
い
う

成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ｊ
に
は
、

腸
内
の
糖
分
の
吸
収
を
ゆ
る
や
か
に
し
、
食
後
の
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高

血
糖
や
糖
尿
病
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
２
年
か
け
て
桑
の
葉
を
乾
燥
・
粉
末

に
し
た
『
ミ
ド
リ
ン
』
を
商
品
化
し
、
平
成
18
年
に

販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
永
源
寺
桑

葉
100
％
の
自
社
製
品
『
永
源
寺
ミ
ド
リ
ン　

粉
末

タ
イ
プ
』『
永
源
寺
ミ
ド
リ
ン　

錠
剤
タ
イ
プ
』『
永

源
寺
ミ
ド
リ
ン　

桑
茶
』
の
ほ
か
、
委
託
者
の
ブ
ラ

ン
ド
で
製
品
を
製
造
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
「
商
品
と
し
て
開
発
・
定
着
す
る
の
に
は
時
間
が

か
か
る
。
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
桑
に

続
く
次
の
製
品
の
準
備
に
、
今
か
ら
取
り
組
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
」
と
言
う
吉
澤
社
長
。
同
社
で
は
、

新
た
な
健
康
自
然
食
品
の
材
料
と
な
る
、柿
や
ビ
ワ
、

ハ
ス
の
葉
の
粉
末
を
取
り
扱
う
ほ
か
、
ア
シ
タ
バ
や

月
見
草
（
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
）
な
ど
の
栽
培
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年

と
19
年
に
は
、

永
源
寺
で
官

民
合
同
に
よ

る
“
桑
サ
ミ
ッ

ト
”
を
開
催
し

て
、
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
し

た
ほ
か
、
毎
年

11
月
14
日
の
世

界
糖
尿
病
デ
ー

に
は
、
臨
済
宗

永
源
寺
派
大
本
山
永
源
寺
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
は
、
滋
賀
銀
行
主
宰
の
“
エ

コ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１　

サ
タ
デ
ー
起

業
塾　

し
が
ぎ
ん
野
の
花
賞
”
を
受
賞
し
た
り
、
農

林
水
産
省
の
平
成
23
年
度
“
食
と
地
域
の
『
絆
』
づ

く
り 

選
定
事
例
”
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
農
業

を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

農業生産法人
有限会社　永源寺マルベリー
東近江市永源寺高野町201番地
0748-27-0772
http://www.eigenji.net/mulberry/

地域の活性化を目指し、
桑栽培を復活

滋賀の地酒を楽しむ「地の酒フェスタ」長浜の街を歩いて問題を解く脱出ゲーム地元食材を使った料理　“バイオ盛り”
桑栽培で地域の活性化を目指す吉澤克美社長

農業生産法人として地域の雇用創出にも貢献している。

自社製品の『永源寺ミドリン』と『永源寺ミドリン　桑茶』

新たな健康自然食品の材料となるアシタバ（右）や月見草（左）の栽培も始まっている。

耕作されなくなったかつての茶畑を活用した桑畑
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行ってみよう

近
代
化
産
業
遺
産
を
訪
ね
る

琵
琶
湖
疏
水
ウ
ォ
ー
ク

大
津
市
→
京
都
市

疏水に流れ込む水量を調整しつつ、水面に高低差
のある場所で、水面を昇降させて船を行き来でき
るようにする閘門を設けた施設。船の航行は昭和
23年に廃止されましたが、現在も水位調節機能を
果たしています。

全長２,436mの第１トンネル（長等山トンネル）の
掘削工事では、垂直に47mの竪坑（シャフト）を
掘り、両側に向かってトンネルを掘り進めていく竪
坑方式がわが国で初めて採用されました。

第38代天智天皇の山科陵が疏水のすぐそばにあり
ます。樹木に覆われた上円下方墳で、御陵の前は
よく整備された広場になっています。昭和５年に
御陵の裏手の疏水が決壊して大改修工事が行われ
ました。

水面の高低差のある蹴上船溜りと南禅寺船溜りを
結ぶ延長582メートル、勾配15分の１の傾斜鉄道。
船を乗せた台車を引き上げる運転用の巻き上げ機
には、蹴上発電所の電力が利用されていました。疏水建設当時の図面、工事を記録し

た絵や模型など、疏水の計画から完
成までの歴史を展示する第１展示室
のほか、琵琶湖疏水が果たした役割
や、その後行われた第２琵琶湖疏水
の開削などの大事業と京都の発展を
紹介する展示室も設けられています。

京都市左京区南禅寺草川町17 　　
TEL.075-752-2530
開館時間：３月１日～11月30日
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　12月１日～２月末日
　　　　　午前９時～午後４時30分
休館日：月曜日・年末年始
※月曜日が休日・祝日の場合は翌平日
入館料：無料

トンネルの出入り口に掲げられた石の扁額は、当時の著名な政治家や建設に関わった人々が、
一大事業の完成に寄せる思いを書き記したものです。

強度を増すため、ねじるような形で内側のレンガ
が積まれた歩行者用トンネル。北垣知事の揮毫に
よる「雄観奇想」「陽気発処」の扁額が掲げられて
います。

疏水に架かる幅１mほどの小さな橋は、明治36年
に造られたもので、専用の鉄筋がなかったため、
工事に使われたトロッコのレールが代用されている
そうです。鉄筋コンクリート技術は、後の第２疏水
の建設工事に活かされることになりました。

昭和45年に諸羽トンネルが完成
するまで、第１疏水は諸羽山の裾
を迂回して流れていました。完成
後、もとの水路は埋め立てられ緑
地公園として整備されました。

ねじりまんぽ

日本初の
鉄筋コンクリート橋

第３トンネル
地下鉄東西線

JR東海
道本線

京阪
電気
鉄道
京津
線

第２
トンネル

第１
トン
ネル

諸羽トンネル

蹴上インクライン

蹴上発電所

蹴上浄水場

琵琶湖
疏水記念館

天智天皇陵

第一竪坑

小関峠
（地蔵堂）

長等神社

大津閘門 琵琶
湖第
１疏
水

JR山科駅
京阪山科駅

御陵駅

蹴上駅

四宮駅

浜大津駅

大津駅

三
井
寺
駅

　

琵
琶
湖
か
ら
京
都
に
水
を
引
く
琵
琶
湖
疏

水
の
開
削
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
18
年

の
こ
と
。
明
治
維
新
で
都
が
東
京
に
移
り
、

活
気
を
失
っ
た
京
都
の
復
興
を
目
指
し
て
、

時
の
京
都
府
知
事　

北
垣
国
道
は
、
琵
琶
湖

と
宇
治
川
を
結
ぶ
舟
運
を
開
き
、
水
力
を
利

用
し
て
産
業
を
興
す
た
め
、
琵
琶
湖
疏
水
の

建
設
を
計
画
し
ま
す
。

　

東
京
の
工
部
大
学
校
（
東
京
大
学
工
学

部
の
前
身
）
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
き

主
任
技
師　

田
邉
朔
郎
の
も
と
、
わ
が

国
で
初
め
て
の
竪
坑
工
法
に
よ
る
全
長 

２
︐４
３
６
ｍ
の
第
１
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
人
力
に
よ
っ
て
難
工
事
を
成
し
遂

げ
、
５
年
後
の
明
治
23
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
水
力
発
電
に
よ
っ
て
路
面
電
車

が
走
り
、
新
し
い
工
場
が
次
々
に
開
設
さ
れ
、

京
都
の
街
は
活
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
20
年

後
に
は
第
２
疏
水
が
完
成
し
て
、
京
都
市
民
に

水
道
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
100
年
以
上
経
っ
た
今
も
、
琵
琶
湖
疏

水
は
水
を
供
給
し
続
け
て
い
ま
す
。

大
津
市
に
あ
る
取
水
口
か
ら
京
都
市
へ
至
る
琵
琶
湖
疏
水
。

今
か
ら
130
年
ほ
ど
前
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
夢
の
大
事
業
の
足

跡
を
た
ど
り
、
美
し
い
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
疏
水
の
流

れ
に
沿
っ
て
歩
く
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

扁額ウォッチング
●第１疏水第１トンネル東口 ●第１疏水第２トンネル西口

伊藤博文筆 西郷従道筆

●第１疏水第１トンネル西口 ●第１疏水第３トンネル東口

山縣有朋筆 松方正義筆

●第１疏水第２トンネル東口 ●第１疏水第３トンネル西口

井上　馨筆 三条實美筆

コース
浜
大
津◀

大
津
閘
門

◀第１ト
ン
ネ
ル
入
口

◀長等公
園

◀小関越
え

◀第一竪
坑

◀第１ト
ン
ネ
ル
出
口

◀諸羽ト
ン
ネ
ル
入
り
口

◀第２ト
ン
ネ
ル
入
口

◀天智天
皇
陵

◀日本初
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
・

第
３
ト
ン
ネ
ル
入
口

◀第３ト
ン
ネ
ル
出
口

◀蹴上イ
ン
ク
ラ
イ
ン

◀琵琶湖
疏
水
記
念
館

田邉朔郎の銅像

大
おおつこうもん

津閘門

第一竪坑

天智天皇陵

蹴
け あ げ

上インクライン

琵琶湖疏水記念館

ねじりまんぽ

日本初の
鉄筋コンクリート橋

諸
も ろ は

羽トンネル

第３トンネル入
口

小
こ ぜ き

関越
ご

え

第２トンネル入口

第１トンネル出
口

ゴール！

スタート

写真：
びわこビジターズ
ビューロー

写真：
びわこビジターズ
ビューロー

写真：びわこビジターズビューロー 89



道
づ
く
り
で
培
っ
た
技
術
で

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
推
進

品
質
管
理
に
取
り
組
み
、

優
れ
た
技
術
を
積
極
的
に
導
入

　

昭
和
46
年
創
業
の
株
式
会
社
髙
陽
建
設
。
土
木
工

事
業
、
舗
装
工
事
業
を
中
心
に
、
道
づ
く
り
か
ら
始

ま
っ
た
技
術
力
を
活
か
し
て
、
管
工
事
や
水
道
施
設

工
事
、
造
園
工
事
な
ど
、
幅
広
く
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、
社
会
基
盤
整
備
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
道
路
整
備
事
業
や
補
修
工
事
な
ど
を

手
掛
け
る
同
社
で
は
、
新
し
い
技
術
力
を
積
極
的
に

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、

Ｌ
Ｂ
工
法
が
あ

り
ま
す
。
マ
ン

ホ
ー
ル
の
鉄
蓋

の
受
け
枠
を

取
り
替
え
た

り
、
あ
る
い
は

嵩
上
げ
を
行
う

場
合
、
従
来
は

カ
ッ
タ
ー
で
路

面
を
切
断
し
て

枠
を
除
去
し
て

い
ま
し
た
が
、

手
動
式
の
油
圧

フ
レ
ー
ム
リ
フ

タ
ー
を
用
い
る

こ
と
で
、
路
面

を
切
断
す
る
こ

と
な
く
除
去
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
工

法
を
用
い
る
と
、
工
期
が
短
縮
で
き
、
振
動
や
騒
音

が
な
く
工
事
が
静
か
に
行
え
た
り
、
廃
材
を
減
ら
し

た
り
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
路
面
再
生
工
法
を
導
入

す
る
ほ
か
、
橋
上
で
車
が
走
る
と
「
琵
琶
湖
周
航
の

歌
」
が
聴
こ
え
る
「
琵
琶
湖
大
橋
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー

ド
」
の
設
置
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　

品
質
管
理
と
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
取
り
組

み
、
平
成
15
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
、
平
成
17

年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

災
害
対
策
派
遣
な
ど
社
会
貢
献
活
動

に
も
熱
心
に
取
り
組
む

　

社
会
貢
献
活
動
を
熱

心
に
推
進
す
る
同
社

は
、
美
知
メ
セ
ナ
活
動

に
参
加
し
て
、
毎
月
、

大
津
市
内
の
道
路
の
清

掃
や
街
路
樹
の
剪
定
、

除
草
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
津
祭

り
の
会
場
周
辺
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
災
害
時

建
設
業
事
業
継
続
力
認

定
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
取
得

し
、
社
内
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
号
線
な
ど
草
津
地
区
の
道
路
維
持
工
事
を

行
っ
て
い
た
平
成
23
年
に
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
の
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号

豪
雨
災
害
な
ど
の
被
災
地
に
赴
き
、
被
害
状
況
の
調

査
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
は
大
津
市
教
育
委
員
会
の
要
請
を
受

け
、
市
内
の
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
災
害
復
旧
工

事
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
の
雪
寒
対
策
業

務
委
託
に
よ
り
、
融
雪
剤
散
布
や
除
雪
作
業
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

　

滋
賀
県
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業

と
し
て
登
録
し
、
社
員
が
も
っ
と
育
児
や
子
育
て
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
働
き
方
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
、各
社
員
が
毎
月
一
回
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

を
実
施
す
る
、
子
ど
も
の
出
生
時
に
父
親
が
年
次
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
、
子
ど
も
参

観
日
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
目
標
を
定
め
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

人
事
採
用
活
動
用
資
料
を
作
成
し
て

建
設
業
の
魅
力
を
発
信

　
「
ど
う
す
れ
ば
建
設
業
を
魅
力
あ
る
仕
事
に
で
き

る
の
か
。
み
ん
な
で
真
剣
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
人
材
不
足
は
解
消
し
な
い
。」
と
言

う
高
安
秀
樹
社
長
。
そ
の
た
め
に
同
社
で
は
、
休
日

や
給
与
な
ど
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
み
、
技
能
講
習

や
資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
社
員
の
技
術
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
活
用
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

作
成
す
る
な
ど
、
同
社
の
事
業
内
容
や
社
会
貢
献

活
動
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
「
建
設
業
は
、
社
会
に
役
立
つ
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
高

安
社
長
。
待
遇
改
善
だ
け
で
な
く
、「
最
後
は
人
と

人
と
の
関
わ
り
が
大
切
に
な
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
し
っ
か
り
と

し
た
人
材
育
成
方

針
を
掲
げ
、
社
内

で
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
、
よ

り
良
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

施工例「石山駅前の立体広場橋面工事」

施工例「大津市鶴の里の道路改良工事」定期的に実施される社内防災訓練平成25年の台風18号の災害復旧工事

施工例「大津能登川長浜線」

株
式
会
社　
髙
陽
建
設　
　
大
津
市
晴
嵐
一
丁
目
15
番
５
号　
　
　

代
表
取
締
役　

高
安　

秀
樹

高安　秀樹社長環境に配慮した路盤再生工法（切削オーバーレイ工法）による「国道303号補助道路修繕工事」 草津建設事業本部完成後

滋賀県委託の道路除雪作業

南郷小学校グラウンドの災害復旧工事

着工前と

LB工法によるマンホール鉄蓋の撤去作業美知メセナ活動で道路を清掃大津祭りの清掃ボランティア

琵琶湖大橋メロディーロード設置プロジェクト
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『夢けんプラザ絵画コンクール』
　次世代を担う子どもたちに向けて、建設産業の魅力を発信する目的でスタートした滋賀県建設業協会の「夢けんプ
ラザ絵画コンクール」。安全で快適な暮らしを送るためのインフラ整備や、まちの豊かな環境の整備など、多くの役割
を建設産業が担っていることや、その役割の大切さに関心を持ってもらい、子どもたちの豊かな感性や観察力、創造
力を育むことを目的に開催される、県内の小中学生を対象とした絵画コンクールです。

「工事ではたらく機械」日常にある建設機械やあったらいいなと思う機械
「道路やビルなどの工事のようす」住んでいるまちの道路、橋、ダムやビルなどの工事の様子あるいは工事現場で働く人の様子

成安造形大学　准教授　宇野  君平
　昨年に引き続き、絵画コンクールの審査に参加させていただきました。「工事ではたらく機械」「道路やビルなどの工事のようす」をテーマに描かれた作品は、働く車を
ダイナミックに描いたものやリアルな工事現場の様子を描いた写実的な作品から、ロボットで自動化された安全な工事現場や自然環境に配慮した建設機器など、未来のテ
クノロジーや自然環境の問題を感じさせる作品まで、多彩な表現が集まりました。総評として、どれも素晴らしい作品でしたが、絵の中で人が働く姿が少ないことが気にな
りました。ハイテクの工事現場もかっこいいですが、人々が協力して活躍する姿も見てみたいと思いました。

『夢けんプラザ絵画コンクール』第3回

テーマ テーマ

「新しい町づくり　がんばれ！ショベルカー」
山本　萌愛（３年生）

「ショベルカー」
丸井　湧斗（２年生）

「車や電車が渡る橋を作る工事」
古武家　敦也（２年生）

「工事現場の車」
山口　千宙（５年生）

「はたらくショベルカー」
小島　涼雅（５年生）

「働く工事車」
山田　優人（６年生）

工現場事で働く人や車の様子が丁寧に描かれていま
す。今は素敵なお家が建っているのかな。

ショベルカーを中心に、遠くに見える街や山へ道がつ
づく構図が、物語を想像させます。

海から空まで、さまざまな機械が働く
立体的な画面が魅力的な作品です。

工事現場の広大な敷地と背景のビル群や空を、高
さのあるクレーン車がバランス良く繋いでいます。

法面バケットのついたバックホーが丁寧に描かれて
います。空や地面の色使いも綺麗な作品です。

アスファルトを剥がした地面に、タイヤやキャタピラ
の轍が繊細な色使いで描かれています。

評評

評

評 評 評

「もぐもぐごー」
川原林　知佳（２年生）

「スーパーあなほりマシン」
清水　蒼一郎（２年生）

「きらきらになるきかい」
西村　優亜（２年生）

「カッコイイ双腕仕様機」
片岡　龍生（６年生）

「今日もがんばれ」
高橋　舞凪（５年生）

「未来の働く機械」
庄司　叶虎（６年生）

「コンクリートミキサー車」
別所　瑞貴（５年生）

「道路の工事」
服部　紘樹（５年生）

「パワーショベル」
丸井　ひなた（４年生）

「工事ロボット『こうじくん』」
内田　知子（２年生）

「森の中でビルをつくろう！」
大谷　真愛里（２年生）

「きれいなビルをつくっちゃお」
鍋島　直禎（２年生）

入  選

入  選

優秀賞

優秀賞

「
つ
よ
い
ぞ
！！

　
　
　
　
　

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
」

榎
本　

叡
人
（
１
年
生
）

「
海
中
の
街　

建
設
中
」

小
西　

慧
斗
（
５
年
生
）

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
働
く
様
子
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
〜
〜
ン
、ガ
ッ

シ
ャ
ン
と
、
ア
ー
ム
の
動
き
や
土
砂
を
掬
い

と
る
音
を
感
じ
ま
す
。お
じ
さ
ん
に
頼
ん
で
、

実
際
に
現
場
を
見
学
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
時
の
感
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

評

イ
カ
や
タ
コ
、
エ
ビ
や
カ
ニ
な
ど
海
の
生
き

物
が
、
不
思
議
な
働
く
機
械
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
実
は
自
然
を
ま
ね
る
の
は
も
の
づ
く

り
の
基
本
な
ん
で
す
よ
。
今
度
は
、街
や
家
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
服
や
道
具
も
、
す
べ

て
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、

見
た
こ
と
も
無
い
世
界
が
描
け
る
で
し
ょ

う
。想
像
が
膨
ら
む
ス
テ
キ
な
作
品
で
し
た
。

評
最優秀賞

最優秀賞

第１部
小学校低学年
の児童

第２部
小学校高学年
の児童
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!が
りたいものづくり知

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
歴
史

　

人
類
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
い
だ
し
た
の
は
、
紀
元

前
３
︐
０
０
０
年
！
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
「
ミ
イ
ラ
の
防
腐
剤
」
に
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
し
、

旧
約
聖
書
で
は
石
材
の
接
着
剤
と
し
て
「
バ
ベ
ル
の
塔
」

の
建
設
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
記
述
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
縄
文
時
代
後
期
に
、「
石
器
や
土
器
の
修

復
」
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
日
本
書
紀
に
は
６
６
８
年
に
天
智
天
皇
へ

「
燃
え
る
土
」
が
献
上
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
の
舗
装
は
、
紀
元
前
５
世
紀
の
バ

ビ
ロ
ン
で
「
王
の
道
」
に
使
用
さ
れ
た
の
が
最
初
の
記

録
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
す
ご
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
！？

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
、
建
設
現
場
に

は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
建
材
で
す
が
、
こ
の
二
つ
、
広

い
意
味
で
両
方
と
も
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
＝
混
凝
土
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

広
い
意
味
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、「
砂
や
砂
利
を
結

合
材
で
練
り
固
め
た
も
の
」
と
定
義
で
き
ま
す
が
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
決
定
的
な
違
い
は
、

結
合
材
に
何
を
使
っ
て
い
る
か
で
す
。

　

一
般
的
に
言
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
セ
メ
ン
ト
を
結

合
材
に
し
て
い
る
の
で
「
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
結
合

材
に
し
て
い
る
の
で
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

同
じ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
、
結
合
材
に
よ
っ
て
性
質

が
大
き
く
異
な
る
の
で
、
性
質
に
応
じ
た
用
途
で
活
用

し
ま
す
。

結
合
材
の
違
い

　

セ
メ
ン
ト
は
水
と
の
「
化
学
反
応
」
で
石
の
よ
う
に

硬
く
な
る
結
合
材
で
す
。
利
点
は
非
常
に
強
度
・
耐
久

性
が
高
く
、
一
度
施
工
す
る
と

数
十
年
の
使
用
に
耐
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
経
済
的
で
す
。

欠
点
は
強
度
が
高
す
ぎ
て
簡
単

に
改
修
で
き
な
い
こ
と
と
、
硬

化
に
数
日
の
期
間
を
要
す
る
こ

と
で
す
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
常
温
で
固

体
に
な
る
油
の
一
種
で
、
加
熱

す
る
と
液
体
に
な
り
、
冷
却
す

る
と
固
体
に
な
る
「
相
転
移
」

で
硬
く
な
る
結
合
材
で
す
。
硬

化
に
要
す
る
期
間
は
数
時
間
程

度
。
硬
く
な
る
と
い
っ
て
も
硬

質
ゴ
ム
の
よ
う
な
性
質
で
す
の

で
、
す
り
減
っ
た
り
、
変
形
し

た
り
す
る
た
め
、
定
期
的
に
補

修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
選
ぶ
理
由

　

セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
長
期
的
に
み
る
と
経
済

的
な
た
め
、
工
場
や
店
舗
の
敷
地
や
駐
車
場
舗
装
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
道
路
や
橋
梁
な
ど
で

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
一
般
的
で
す
。

理
由
① 

硬
化
が
早
い

　

道
路
や
橋
梁
は
上
下
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
工
事
な
ど

で
頻
繁
に
舗
装
を
め
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

た
び
に
数
日
間
の
通
行
規
制
を
し
て
い
て
は
住
民
の
生

活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

硬
化
は
数
時
間
で
す
の
で
、
即
日
の
交
通
開
放
が
可
能

な
の
が
利
点
で
す
。

理
由
② 

変
形
で
き
る

　

高
速
で
車
両
が
往
来
す
る
道
路
や
橋
梁
で
は
タ
イ
ヤ

と
の
摩
擦
で
振
動
や
騒
音
が
発
生
し
ま
す
が
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
が
変
形
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら
を
あ
る
程
度
吸
収
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
と
冬
の
気
温
差
に
よ
る

伸
び
縮
み
に
よ
る
ひ
び
割
れ
を
低
減
で
き
ま
す
。

理
由
③ 

粘
り
が
あ
る

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
は
粘
り
が
あ
る
の
で
、
舗
装
内
に

隙
間
を
つ
く
っ
て
も
路
面
が
割
れ
に
く
い
性
質
が
あ
り

ま
す
。
透
水
性
舗
装
や
排
水
性
舗
装
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
粘
り
の
賜
物
で
す
。
ま
た
、
粘
り
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ

の
滑
り
止
め
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

重
量
の
大
き
な
低
速
車
が
往
来
す
る
工
場
内
や
駐
車

場
は
丈
夫
で
経
済
的
な
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、

車
両
が
高
速
で
行
き
か
う
道
路
・
橋
梁
で
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
う
の
が
理
に
適
っ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
劣
化
す
る
と
粘
り
が
な
く
な
っ
て
、

変
形
し
た
ま
ま
戻
ら
な
く
な
り
、
轍
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。
騒
音
も
大
き
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
が
増
え
、
滑

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

定
期
的
な
舗
装
工
事
は
皆
さ
ん
の
安
全
と
快
適
を
守

る
た
め
。
渋
滞
の
温
床
と
冷
た
い
視
線
を
注
が
ず
に
、

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　第１回から第３回まで、建設現場で使用される重要な建材で
ある「コンクリート」についてお話ししてきましたが、今回は
もう一つの重要な建材である「アスファルト」について触れて
いきます。

「
タ
ッ
チ
で
つ
く
ろ
う
建
一
く
ん
」

林　

未
朔
（
１
年
生
）

第３部
中学校の生徒

「
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
」

八
木 
さ
く
ら
（
３
年
生
）

大
き
な
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
が
力
強
く
持
ち
上

げ
る
様
子
を
、
し
っ
か
り
と
表
現
で
き
て
い

ま
す
。
特
に
、
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
手
前
と

奥
や
、
山
の
稜
線
と
空
の
拡
が
り
な
ど
、
微

妙
な
色
の
変
化
を
き
ち
ん
と
表
現
す
る
こ
と

で
、
光
や
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
力
作
で
す
。

評

最優秀賞

「ウルトラロボットOSYAKAくん」
井上　聖花（１年生）

「家が建つ」
櫻井　澪央（３年生）

「解体・造成・建築」
横山　柊吾（２年生）

大きなロボットが、工事をしながら木に水をあげた
りする様子がユーモアに溢れています。

繊細に描かれた山並みと、塗り分けられた工事車両
のコントラストが、合成写真のようで面白いです。

働く車の魅力を存分に感じさせてくれる、独特の世
界観をもった作品です。

評 評 評

「夜でも働く機械」
岡﨑　拓夢（１年生）

「ちょっと一休み」
清水　翔太（１年生）

「工事現場」
奥村　叶（２年生）

「どんな所も進む『くるくるダンプ』」
桝田　航成（１年生）

「道路工事」
古田　愛恵（１年生）

入  選

奨励賞

優秀賞

●アスファルトの相転移

固体固体 液体化 固体

●アスファルト舗装の効果

タイヤタイヤ ほんの少し
瞬間的に
変形して
戻る

劣化すると…

・騒音、振動大
・滑りやすい
・ひび割れる
・轍になる

騒音・振動が分散する

●結合材の粘り
セメント：【石】の性質 アスファルト：【ゴム】の性質

戻る

変形変形

戻ら
ない

割れる割れる
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んけ夢夢

近畿ブロック会議

大津市立伊香立小学校にて

滋賀県建設業協会や滋賀県建設
青年会議などの動きについて
ご紹介するコーナーです。

★�誌面でご紹介する2015年10月から2016年3月までの主な動きのほか、滋賀県
建設業協会の動きは協会広報委員会のフェイスブックで発信しています。

10
月
3
日
土

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

成
安
造
形
大
学
特
任
准
教
授
の
宇
野
君
平
氏
と
と
も
に
、
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
出
席
し
て
、「
夢
け

ん
プ
ラ
ザ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。「
小
学
校
低
学
年
の
部
」「
小
学
校
高
学
年
の
部
」「
中

学
生
の
部
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
５
日
月

近
畿
地
方
整
備
局
と
意
見
交
換
会
を
開
催

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
推
進
や
県
内
建
設
業
の
経
営
の
安
定
化
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
近
畿
地
方
整
備
局
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
20
日
火

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、
国
土
交
通
省
と
全
国
建
設
業
協
会
、
近
畿
各
府
県
の 

建
設
業
協
会
等
の
関
係
団
体
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
９
日
月

滋
賀
県
土
木
交
通
部
と
の
意
見
交
換
会

滋
賀
県
土
木
交
通
部
と
滋
賀
県
建
設
業
協
会
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て 

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
4
日
月
～
３
月
３
日
木

滋
賀
銀
行
で
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
展
示

第
３
回
「
夢
け
ん
プ
ラ
ザ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
を
、
1
月
は
本
店
、
2
月
は
滋
賀
銀
行
瀬
田
駅
前

支
店
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
月
18
日
月
・
20
日
水
・
２
月
2
日
火

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

１
月
18
日
、
本
庄
協
会
長
が
大
津
市
立
藤
尾
小
学
校
を
訪
ね
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
榎
本
く
ん
に
賞
状
と 

記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
20
日
に
は
大
津
市
立
伊
香
立
小
学
校
の
５
年
生
の
ク
ラ
ス
を
本
庄
協
会
長

が
訪
ね
て
、
ク
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
と
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
小
西
く
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
2

日
に
は
東
近
江
市
立
聖
徳
中
学
校
を
訪
問
、
校
長
先
生
に
賞
状
と
記
念
品
を
託
し
ま
し
た
。

2
月
4
日
木

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
開
催

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
」
を
開
催
し
て
、
第
21
回
の
事
業
報
告
と
次
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

２
月
16
日
火

夢
け
ん
せ
つ
春
号
の
取
材
を
ス
タ
ー
ト

広
報
誌
「
夢
け
ん
せ
つ
春
号
」
の
取
材
が
ス
タ
ー
ト
し
、鈴
川
委
員
長
ほ
か
広
報
委
員
が
、危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

や
疏
水
ウ
ォ
ー
ク
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
な
ど
の
取
材
に
参
加
し
ま
し
た
。

20152016

近畿地方整備局意見交換会

絵画コンクール
審査会

絵画コンクール
表彰式

大津市立
藤尾小学校にて

東近江市立聖徳中学校にて

11月８日日

10月28日水 12月２日水

「滋賀けんせつみらいフェスタ 2015」開催

本庄協会長が
ラジオ番組「e-ジャーナル」に出演

ホームページリニューアルのお知らせ

危機管理センターに
実験展示施設などを寄贈

　滋賀県建設産業魅力アップ実行委員会の主催で、建設業の魅力を発信する「滋賀けんせつ

みらいフェスタ」が開催されました。

　あいにくのお天気でしたが、会場となった大津港業務用地では、オープニングイベントに

続いて、「親子丸太切り競争」などのステージイベントが行われました。

　高所作業車やバックホーの試乗体験、ミニテトラポットの製作体験や環境体験教室など、

建設業の仕事にふれる体験コーナーが開かれました。また、フォトコンや絵画コンクール作品

などの展示コーナーや、模擬店、各種相談コーナーなども設けられ、会場は親子連れなどで

にぎわいました。

　本庄浩二協会長が、FM滋賀の「e-ジャーナル」に出演しま

した。「フォーカスイン滋賀」というコーナーで、滋賀県の建

設業の現状や課題、建設業

の果たす役割などについて

語り、「防災減災」「環境保全」

「雇用改善」を柱とした、滋

賀県建設業協会のさまざま

な取り組みを紹介しました。

　滋賀県危機管理センターのエントランスロビーに展示され

る、実験展示施設などの寄贈式が行われました。奥田克美副

会長らが滋賀県危機管理セン

ターを訪れ、液状化実験施設

などの展示物や、緊急時に使

用できる工具などを座面下に

収容できるレスキューベンチの

目録を、西川美則防災危機管

理監に手渡しました。

　滋賀県建設業協会のホームページが、この春リニューアルしました。協会の活動や建設業の魅力を

もっと多くの方々に発信できるよう、見やすく、使い勝手に優れたサイトになるよう、さまざまな工夫

やアイデアを盛り込みました。ぜひ、アクセスしてみてください。

http://www.yumeken.or.jp/index.html

夢けんせつ春号の取材
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　今年の冬は例年にない雪の少なさで、私の会社がある湖北地区でも
ほとんど除雪の必要がないくらいでした。生活に不便がないとはいえ、
日本の四季が失われているような気がして、少し寂しい気もします。

　今回の取材で特に印象に残ったのは、長浜バイオ大学の学生さんた
ちです。イベントの開催で地元の方との交渉事を進めることで社会人として大きく成長されたことが取材
を通してヒシヒシと伝わってきました。
　彼らのような実戦経験を積んだ若者たちが、建設業という道を選んでもらえるよう、我々も建設業の魅
力をもっと発信していかなければ！と決意を新たにしました。

　そんな若者たちに建設業の魅力を伝えるべく、建設業協会のホームページをリニューアルしました。閲
覧しやすく、使い勝手が良い事を念頭に、建設業の魅力や協会の活動をお伝えできる構成に仕上げてお
ります。
　夢けんせつバックナンバーやフォトコン・絵画コンの過去作品も掲載しておりますので、ぜひご覧になっ
てください！

　お花見シーズン真っ只中。ご家族と一緒に桜の名所たっぷりの疏水ウォークを楽しんできてくださいね！

　

10
歳
で
剣
道
の

稽
古
を
始
め
て
50

年
が
経
ち
ま
し

た
。
学
生
時
代
は

と
も
あ
れ
、
社
会

人
と
な
り
仕
事
が

忙
し
く
な
っ
て
、

思
う
よ
う
に
稽
古

が
で
き
な
い
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、

や
は
り
剣
道
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
良
い
師
匠
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
空
間
の
勝
負
で
、
対
戦
相
手
の
心
理
を
い
か
に
読
む

か
と
い
っ
た
深
い
お
も
し
ろ
み
が
あ
り
、
歳
を
重
ね
て
も
続
け

ら
れ
る
武
道
で
す
。健
康
を
維
持
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
す
し
、

剣
道
を
通
じ
て
人
脈
が
広
が
り
、
試
合
や
稽
古
で
経
験
し
た
こ

と
が
、仕
事
に
取
り
組
む
際
に
も
役
立
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
体
力
や
筋
力
は
衰
え
て
も
、
経
験
を
活
か
し

て
そ
れ
を
補
え
る
よ
う
、修
練
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

今
は
仕
事
の
後
に
１
時
間
、
集
中
し
て
稽
古

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
最
高
位
の
八
段
に
合
格
し
ま

し
た
。
七
段
を
取
っ
て
か
ら
10
年
間
修
業
を

し
な
い
と
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
合

格
率
は
0．5
％
か
ら
１
％
で
、
最
も
合
格
率
の

低
い
試
験
の
一
つ
で
す
。
上
位
の
試
験
で
は

試
合
に
勝
つ
だ
け
で
な
く
、
立
ち
姿
や
正
し

い
剣
道
が
で
き
て
い
る
か
で
、
修
業
を
行
っ

た
か
ど
う
か
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

海
外
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、
昨
年

は
イ
ギ
リ
ス
剣
道
連
盟
の
創
立
30
周
年
記
念
に
招
か
れ
、
ロ
ン

ド
ン
の
道
場
で
指
導
や
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
は
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
滋
賀
県
剣
道
連
盟
の
稽
古

会
で
指
導
す
る
ほ
か
、
企
業
の
剣
道
部
で
指
導
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
礼
節

を
尊
ぶ
剣
道
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
時
は
、
ま
ず
礼

儀
を
教
え
、
さ
ら
に
協
調
性
や
粘
り
強
さ
を
養
え
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

選
手
兼
監
督
と
し
て
出
場
し
た
第
68
回
東
京
国
体
で
は
、
強

豪
を
制
し
て
、
昭
和
56
年
の
び
わ
湖
国
体
以
来
の
４
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
に
続
く
優
秀
な
選
手
を
滋
賀

か
ら
輩
出
で
き
る
よ
う
、
後
進
の
指
導
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生涯剣道で人間形成を目指す
剣道の奥深さに魅せられて

株式会社安田組　代表取締役　　安田　勉

●�P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。

●�別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
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67.5
前号の答え

パズル＆クイズ当選者

ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
四
字
熟
語
の 

◯
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
漢
字

が
入
り
ま
す
。

４
つ
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で

き
る
四
字
熟
語
は
？

ヒ
ン
ト　

特
集
「
話
題
の
焦
点
」

・
手
練
手
⃝

・
⃝
弦
楽
団

・
⃝
急
存
亡

・
⃝
険
予
知

・
空
⃝
空
論

・
深
層
心
⃝

・
臨
⃝
応
変

・
心
⃝
一
転

⃝
⃝

⃝
⃝

クイズパズル

「
自
分
で
焼
く
東
近
江
バ
ー
ガ
ー
」と

「
永
源
寺
ダ
ム
カ
レ
ー
」（
東
近
江
市
）

東近江市蓼畑町510 「道の駅奥永源寺渓流の里」内
●地産他消「いかきん茶屋」
●岩魚・ジビエ料理「ふる里　まなびや」
　0749-29-0123（直通）

　
「
道
の
駅　

奥
永
源
寺
渓
流
の

里
」
に
あ
る
2
つ
の
軽
食
・
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
地
産
他
消
「
い
か
き

ん
茶
屋
」
と
岩
魚
・
ジ
ビ
エ
料
理

「
ふ
る
里　

ま
な
び
や
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
徴
を
活
か
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

い
か
き
ん
茶
屋
の
「
自
分
で
焼
く
東
近
江
バ
ー
ガ
ー
」
は
、
Ａ
５

ラ
ン
ク
の
近
江
牛
に
米
粉
の
バ
ン
ズ
、
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
卵
、

日
野
菜
漬
け
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、
徹
底
し
て
地
元
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
バ
ー
ガ
ー
。
店
内
で
炭
火
を
使
っ
て
自
分
で
パ
テ
や
卵
を
焼
い

て
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
近
江
牛
の
旨
味
を
堪
能
す
る
だ
け
で
な
く
、
作
っ

て
食
べ
る
楽
し
さ
も
体
験
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

ほ
か
に
「
石
臼
で
挽
く
東
近
江
産
大
豆
コ
ー
ヒ
ー
」
や
「
ふ
な
ず

し
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」「
政
所
茶
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
里　

ま
な
び
や
は
永
源
寺
ダ
ム
の
形
を
し
た
ご
飯
に
、

特
製
カ
レ
ー
、
紅
葉
を
か
た
ど
っ
た
生
麩
を
飾
っ
た
「
永
源
寺
ダ
ム
カ

レ
ー
」
が
人
気
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
式
と
ロ
ッ
ク 

フ
ィ
ル
の
複
合
ダ

ム
で
あ
る
永
源
寺
ダ
ム
が
、
ご
飯
で
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ

レ
ー
の
具
材
は
、
日
に
よ
っ
て
鹿
肉
、
猪
肉
、
岩
魚
と

変
わ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
永
源
寺
な
ら
で
は
の
食
材
。

　

ほ
か
に
、
岩
魚
天
丼
、
ぼ
た
ん
鍋
や
紅
葉
鍋
（
鹿

肉
の
鍋
）
の
定
食
の
ほ
か
、
懐
か
し
い
給
食
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
「
揚
げ
パ
ン
」
や
、
政
所
茶
の
ス
イ
ー
ツ

な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　

永
源
寺
の
お
い
し
い
も
の
、
い
い
も
の
を
探
し
に

ぜ
ひ
出
か
け
て
み
た
い
施
設
で
す
。

炭火を使って店内で調理する。

懐かしい給食メニューの揚げパン

ご飯をダムの形にした「永源寺ダムカレー」

パテや卵を自分で焼く

「東近江バーガー」
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